
ど
う
作
り
出
す
か
が
課
題
と
。 

た
く
さ
ん
の
質
問
に
も
誠
実
に

答
え
て
く
だ
さ
り
、
対
米
自
立
に

つ
い
て
は
、
す
ぐ
に
何
か
が
で
き

る
わ
け
で
は
な
い
。
少
し
ず
つ
や

っ
て
い
く
し
か
な
い
と
締
め
く
く

り
ま
し
た
。
講
演
内
容
は
録
音
し

11

月

26

日
の
山
口
二
郎
氏

に
よ
る
講
演
会
は
北
コ
ミ
中
ホ
ー

ル
に
一
七
〇
名
も
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。
安
倍
政
権
に
適
切
な
批

判
的
論
陣
を
張
っ
て
い
る
山
口
先

生
に
直
接
聞
き
た
い
と
考
え
る
人

の
多
さ
は
、
私
た
ち
の
運
動
の
広

が
り
を
感
じ
る
も
の
で
し
た
。
講

演
は
安
倍
政
権
や
ア
メ
リ
カ
の
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
出
現
な
ど
の
現

状
分
析
、
日
本
政
治
の
課
題
、
来

る
次
期
選
挙
で
の
野
党
協
力
の
在

り
方
、
立
憲
主
義
と
経
済
問
題
で

の
富
の
再
配
分
（
格
差
、
貧
困
）

な
ど
で
共
通
政
策
を
作
る
こ
と
は

で
き
る
、
政
権
交
代
を
あ
き
ら
め

て
は
い
け
な
い
。
野
党
は
政
権
を

任
せ
て
も
い
い
と
い
う
安
心
感
を

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
な
ど
話
が
た
く
さ
ん
出
ま
し

た
。 そ

こ
で
来
月
か
ら
時
々
の
テ
ー

マ
に
つ
い
て
自
由
に
意
見
交
換
す

る
時
間
を
取
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
受
け
身
で
は
な
く
討
論
す
る

こ
と
で
発
信
す
る
力
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。
12

月
の
テ
ー
マ
は

「
P

K

O

駆
け
つ
け
警
護
」

で
す
。
ラ
ジ
オ
番
組
を
参
考
に
話

し
合
い
ま
す
。毎
月
第
2

土
曜
日

定
例
会
で
す
。
時
間
と
場
所
は
先

の
予
定
表
で
確
か
め
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。
こ
の
運
動
に
賛
同
す
る

方
な
ら
誰
で
も
出
席
で
き
ま
す
。 

野
田
・
九
条
の
会
11

月
の
定
例

会
は
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
運

動
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

安
保
法
制
が
施
行
さ
れ
、
い
よ
い

よ
そ
の
実
行
で
あ
る
南
ス
ー
ダ
ン

へ
の
自
衛
隊
の
武
器
使
用
も
含
め

た
派
遣
、
そ
う
や
っ
て
じ
わ
じ
わ

と
憲
法
が
実
質
的
に
崩
さ
れ
て
い

く
中
、
私
た
ち
は
ど
う
運
動
を
展

開
し
て
い
っ
た
ら
い
い
の
か
。「
ア

メ
リ
カ
と
の
安
保
条
約
を
ど
う
す

る
の
か
」
と
い
う
問
題
を
真
剣
に

議
論
し
、
方
向
性
を
出
し
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い

か
、
こ
の
会
を
し
っ
か
り
運
営
し

て
い
く
気
概
を
持
っ
て
参
加
し
な

 

12 月3 日（土） 13:30～16:00 

 

北コミセン 川間九条の会 

12 月3 日（土） 13:30～16:00 

 

中央公民館講座室  

12 月4 日（日） 13:30～16:30 

 

南部梅郷公民館 南地域九条の会 

12 月9 日（金） 16:30～17:30 

 

川間駅北口 野田九条の会 

12月10日（土） 10:00～12:00 

 

欅のホール研修室 

12月10日（土） 13:30～ 

 

 

日比谷野外音楽堂 

 

て
あ
り

ま
す
。

事
務
局

ま
で
ご

連
絡
い

た
だ
け

れ
ば
貸

出
で
き

ま
す
。 

世
論
形
成
に
マ
ス
コ
ミ
の

影
響
は
大
き
い
も
の
で
す
。
こ

の
頃
の
マ
ス
コ
ミ
は
お
か
し

い
と
嘆
く
だ
け
で
な
く
、
市
民

の
味
方
に
な
る
よ
う
に
、
手
紙

を
出
し
ま
し
ょ
う
。
新
聞
記

事
、
テ
レ
ビ
番
組
の
お
か
し
い

と
こ
ろ
、
よ
か
っ
た
と
こ
ろ
具

体
的
に
担
当
者
に
伝
え
ま
し

ょ
う
。
送
っ
た
方
は
編
集
部
に

も
送
っ
て
く
だ
さ
い
。 

朝日新聞 

東京本社 

〒104-8011 

中央区築地 5-3-2 社会部 

 FAX03(3545)0285 

毎日新聞 

東京本社 

〒100-8051 

千代田区一ツ橋 1-1-1 社会部 

 FAX 03(3212)0635 

 



 

飢餓と戦争疲れの中、1946 年 11 月日本国憲法

公布、翌 47 年 5 月 3 日施行、廃墟の中から戦後

復興への力強いあと押しとなった。戦中体験の反

映か国民主権、平和主義、自由と基本的人権これ

らの命題の中味を知る程に日本国憲法がまぶしく

新鮮に輝いたものだ。 

安倍政権は災害対策をだしに「緊急事態条項」か

らと憲法改悪の窓口を変えてきた。国会を通さず

内閣の独断で法令がつくられることから人権抑

圧、独裁政治の芽が覗く。歴代政府が違憲として

きた「集団的自衛権の行使」を「限定的なら合憲」

と一内閣が一方的に憲法解釈をひっくり返した。

憲法の理想に近づけるべく努力するのが政治の在

り方ではないのか。ここでも立憲主義否定独裁政

治の芽を孕む。他方、この間どさくさ紛れに強行

した秘密保護法、盗聴法、司法取引、法案提出が

予定されている共謀罪は戦争法（安全保障法制）

と表裏一体となって戦争ができる仕組みとなる。 

いまや日米同盟は安保条約の枠を超えて自衛隊

が世界中で米軍と行動を共にすることになり、さ

らに自衛隊は武力行使が出来るとされて内戦状態

の南スーダンへ送られている。安倍政権の暴走を

許さず、二度と戦争の惨禍を繰り返さないよう、

主権者としての役割を果たしたい。 

大井 治房 

 

アメリカの次期大統領はトランプ氏と決まりまし

た。大方の予想を覆した選挙結果は世界中に衝撃波と

なって広がっています。このショックは何を変えよう

とするのかを考えてみましょう。トランプ次期大統領

の政策が明らかになるのは就任を待たなければなり

ませんが、選挙期間中の演説でハッキリしたことがあ

ります。経済力、軍事力を背景に世界に影響を与え続

けてきた米国でしたが、別の道をたどろうとしている

ことです。 

支持したアメリカ国民は国外より国内を重視した

政策を明確なものとして求め、暮らしを重視し経済大

国として相応の分配に預かりたいとの要求したので

す。従来の路線をハッキリと否定する選択をしまし

た。 

選挙結果は安倍首相を驚かせ、既に自らの政策への

影響を懸念しその対応を迫られています。さて、私た

ちはどう考えますか。「全く関心がない。」「少しは気

になる。」、「心配だがどうすればいいか分からない。」

人それぞれでしょう。ですが日本という国の主権者と

して、また有権者として、仕事、家族、自分自身の生

き方として考えると、アメリカには必ず影響され、何

らかの関わりが生じてくるということだけは心に留

めておくことが大切ではないでしょうか。 

アメリカとは TPP の行方や沖縄米軍基地問題、南

スーダンへの安保法制による PKO 派遣、原子力協定

に関わる原発政策、被爆国としての立場を覆す核不拡

散条約の否認、更に日本の行く末を根底から見直すこ

とになるやもしれない日米安保条約に関わる重大な

案件などが出てきたのです。 

これらは全て米国の影響下にあります。独自判断で

進められることではありません。日本の国の在り方か

ら私たちの日々の生活に至るまで必ず影響してきま

す。大統領の任期は 4年ですが舵を大きく切ろうとす

るこの時無頓着ではいられません。 

安倍首相は政権の生き残りをかけ色々な方策を巡

らすでしょうが、その政策は国民の不透明感を増すこ

とになるでしょう。その中で最優先に取り組むのは改

憲であると見るべきです。国民の半数以上は改憲を望

んではいませんし、気運の高まりもありません。しか

し、米国が大きく変わろうとするこの時をチャンスと

らえ、一気にスピードを上げることは確実です。 

私たちは戦後 70 年の歴史に「平和な国日本」を刻

んできました。次の世代を担う子供たちにどのような

世の中を引き継いで行くのか、この機会に自身の考え

を確かめてみましょう。子供たちに日本は“戦争をし

ない”、“核兵器を持たない”と話すこと、それはとり

もなおさず自身の生き方を確かめることでもあるの

ではないでしょうか。 

事務局 


